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正

に
、
冷
夏

だ
っ
た
。

こ
の
夏
、
玉
松
海
水
浴
場
は
何

日
泳

げ
た
の

か
。

ヤ

マ
セ
、

ヤ
マ

セ
で
う
ん
ざ
り
し
た
。
お
か
け
で
、

田
ん

ば
の
稲
は
行

儀
よ
く
気

を
つ

け
を
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

ヤ
マ
セ
だ

と
、
農
業

ば
か
り

で

な

く
漁
業
も
言

響
を
受
け

る
。

ヤ
マ
セ
の
時

、
海
の
中
は

ぐ
っ

な

っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
や
は
り
、

先
月

の
ソ

ビ
エ
ト

み
た

い
に
澂
し

く
鉄
札
勁
い
て
い
る
の
だ
う
っ
か
。

そ

れ
と
も
、
水
面
下

は

い
つ
も
平

穏
な

の
か
。
漁
師

は
、
ホ
ク
テ
貝

の
元
気

が
心
配
に
な

る
。

や

は
り
、
夏

は
好

い
ほ
う

が
良

い
。
そ

れ
で
な
く
て

も
み
ち

の
く

の
夏
は
短
い
の
だ
。
こ
ん
な
年
が

何
年

か
続
い
た
ら
、
村

人
は
飢
え

死

に
し
て
し

ま
う
。

畦
の

脇
で
は
、
萩

の
花

が
咲

い

て

い
る
。

寝
つ
け
な

い
秋
の
夜
長

が
続
き
そ
う

だ
。
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草
の
花
ひ
た
す
ら
咲
い
て

み
せ
に
け
り
万
太
郎

９
月

19

91

よもぎた広
報

内容

No.

204

花も子も　ヤマセに負けないで！



広報よもぎた

●第33回村民体育祭

第２位瀬辺地チーム、第３位郷沢チーム

入
場
行
進
は
宮
本
チ

ー
ム
が
四
年
連
続
Ｖ

第
三
十
三
回
村
民
体
育
祭
が
村
総
合
運
動
場
を
会
場
に
、
七
月

二
十
八
日
（
日
）
約
子
人
の
村
民
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
前
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨
も
上
が
り
体
育
祭
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

競
技
は
、
消
防
団
リ
レ
ー
な
ど
各
競
技
に
高
得
点
を
重
ね
た
中

沢
チ
ー
ム
が
、
見
事
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

体
育
祭
は
、
午

前
九
時
よ
り

坂

本
昭
巳

助
役

の
開

会
宣
言

と
と
も

に
、
小
猿
粕
雄

さ
ん
の
打
上

げ
た

号

砲
（
花
火

）
で
始
ま
っ

た
。

祭
り
は
、
入
場

行
進

か
ら
始
ま

り

、
行
進
に
は
交
通

安
全
協
会

長

賞

が
昭
和
六
十
一

年
か
ら
出

さ
れ

て

お
り
、
各
チ

ー

ム
そ

れ
ぞ
れ
工

夫

が
凝
ら
さ

れ
た
入

場
行

進
で
、

お
揃

い
の
半
て
ん

を
着
た
子
供
達

が
「
玉

の
松
」
と

「
わ
ん

ぱ
く

味

噌
」

の
お
御
輿
を
担

い
で
入
場
し

た
宮
本
千
Ｉ

ム
が
見

事
四

年
連

続

の
賞

を
獲

得
し
ま
し

た
。

開

会
式
で
は

、
八

戸
良
次
郎

大

会
長

あ
い
さ
つ

、
来

賓
を
代
表
し

て
清

水
信
造
村
議
会

議
長
よ
り

祝

辞

を
い
た
だ

い
た
後
、
八
戸
太
郎

（
阿

弥
陀
川

）
君

が
、
半
円

旗
に

団
旗

が
集
ま
る
中

で
元

気
一

杯
の

選
手
宣

誓
を
し
ま
し

た
。

今

年
か
ら
国
旗

掲
揚
台
に

は
、

村
で

の
交
通
死
亡
事
故
Ｏ
を
願

い
、

ゼ
ロ
旗
の
掲
揚
も
行

わ
れ
た
。

競

技
は
、
ラ

ジ
オ
体
操
終
了

後

早

々
に
開
始
さ

れ
、
選
手
は
杯

が

か

か
っ
た
競
技
に

は
だ
い

ぶ
熱

が

入
っ

た
よ
う

で
す
。

ひ

と
時

の
真
夏
日

に
行
わ

れ
た

体
育
祭
。

選
手
に

は
と
て
も

い
い

コ

ン
デ
シ
ョ

ン
の
中

、
一
人

の
ケ

ガ
人
も

な
く
午
後
四
時

に
は
、
中

沢
チ

ー
ム
の
総
合
優

勝
で
大
会

の

幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

◆
今
年
の
主
な
成
績

▼
総
合
の
部

一

什
一
　

中
　
　

沢
（
7
3
・
５

占
一
）

二

位
　

瀬

辺

地
（
6
2
・

５

点

）

三

位
　

郷
　
　

沢
（
6
2
点

）

▼
入
場
行
進
の
部

一

位
　

坂
本
　

豊

昭
（
長

科

）

二

位
　

佐

井
　
　

覧
（
高

根

）

三

位
　

福
井
　

英
一
（

郷
沢

）

▼
砲
丸

投

げ
の

部
（

女
子

）

一
位
　

坂
本
　

大

喜
（

長
科

）

二

位
　

稲

葉
　
　

豊
（

高
根

）

三

位
　

吉
田
　

智
範
（

中
沢

）

一
什
一
　
小

鹿

奈

々
恵
（
長

科

）

二

位
　

武
井

美
紀
子
（
蓬

田

）

三

位
　

越
田

寿
弥
江
（
瀬

辺
地

）
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一

什一
　
宮
　
　

本

二

位
　

蓬
　
　

田

三

位
　

中
　
　

沢

μ
　
　
阿
弥

陀
川

▼
砲

丸
投

げ

の
部
（

男
子

）

一

位
一
　

久

茲
ｔ
　
優

子
（

広

瀬
一

二

位
　

大

宮

美

保

子
（

郷

沢
一

三

位
　

稲

葉

ひ

と

み
［
高

根

］

▼

走
り
幅

跳

び
の
部
（
男

子

）

▼
走

り
幅

跳

び
の
部
（

女
子

）

一

位一
　
高
田
　

恵

美
（

郷
沢

）

二

位
　

久
慈
　

文
子
（
広

瀬

）

三

位
　

稲

葉
　

聡
子
（
高

根

）

▼

少

年
八
百

片
徒

競

走
（
女

子

）

中沢チームが初の総合優勝！



一
位
　
高
　
　
根

二

位
　
瀬

辺

地

三
位
　
長
　
　

抖

▼
部
落
対
抗
綱
引
き

一

位一
　
中
　
　

沢

二

位

瀬

辺

地

三

位
　

長
　
　

科

▼
少
年
綱
引
き

一

位
　

広
　
　

瀬

二

位
　

中
　
　

沢

″
　

高
　
　

根

三

位
　

阿

弥

陀
川

″
　

瀬

辺

地

▼
高
齢
者
玉
入
れ

（

男
子

）

一

位
　

佐
井
　
　

皇
（
宮

本

）

二

位
　

中
村
　

大

八

足（

田

）

三

位
　

野
藤

健
純
（
阿

弥
陀

川
一

▼
少

年
手

片
徒

競
走
（
男
子

）
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一

位
　

藤
本
　
　

禎
（
長

科

）

二

位
　

細
谷
　

大

輔
（
蓬

田

）

三

位
　

工

藤
　

祐
輝
（
長

科

）

▼
中
学
生
以
上
千
言
白
片
徒
競
走

（
女

子

）

一
位
　

佐

藤
　

由

香
（
長

科

）

二

位
　

伊
課
部
美
希
子（
瀬
辺
地
一

三
位
　

本

村
　

善
子

霞
乙
田

）

▼
中
学
生
以
上
三
手
片
徒
競
走

一

位一
　
高
　
　

根

二

位
　

蓬
　
　

田

三

位
　

郷
　
　

沢

▼
部
落
対
抗
リ
レ
ー

カメラルポ
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●誓いは

一人はみんなのために､みんなは一人のために！

四
十
二
名
が
胸
に
新
た
な
誓
い

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

、
自
ら
強
く
た
く
ま
し

く
生
き
抜
こ

う
と
す
る
新
成
人
を
お
祝
い
励
ま
す
と
と
も
に

、
郷
土
蓬
田

村
の
構
成
員

と
し
て
相
協
力
し
、
明
る
い
豊
か
な
住
み
よ
い

村
づ

く
り
に
努
力
す
る
村

民
と
し
て
の
出
発
日
と
し
て
も
ら
お
う
と
、
八
月
十
四
日
（
水
）
村
中
央

公

民
館
に
お
い
て
、
新
成
人
（
四
十
二
名
出
席
）
、
来
賓
及
び
関
係
者
の

参
加
を
得
て
、
平
成
三
年
度
の
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た

。

式
は
午
前

十
時
か
ら
始

ま
り
、

奈
良
尹
教
育
長

か
ら
「
成

人
を
迎

え

た
皆
さ

ん
は
、
三

十
才

を
目
安

に
安
住

の
地

を
目
指
し
て
ほ
し

い
。

そ

こ
は

ど
こ

で
あ
る

か
予
測

で
き

な
い
で
し
ょ
う

が
、
国
際
化

の
中

の
日
本
を

考
え
る
と
、
そ

れ

が
ア

メ
リ

カ
で
あ

っ
た
り
、
東
南
ア

ジ

ア

と

い
う
こ

と
も
当
然
あ
り

得
ま

す

が
、

ど
こ

に
あ
っ
て
も
玉

松
精

神

を
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て

ば
し
い
」

と
式

辞

が
あ
り

、
続

い
て

、
八

戸

良

次
郎
村
長
よ

り
「
若

い
時

代
に

充
分

勉
強
も
し

て
、
努
力
す

る
必

要

が
あ
り
ま
す
。

今
日
の
感

激
を

忘

れ
る
こ

と
な
く
、
責
任

と
義

務

も
充

分
か
み
し

め
て
欲
し

い
」
と
、

清
水

信
造
村
議

会
議
長
よ
り

「
こ

れ
か
ら
は
、
大
人

と
し
て
権
利

が

行
使

で
き
ま
す

が
、
ま
た
そ

の
反

面

、
義

務
と
責

任
を
負
う
大

人
の

世
界

に
大
ら
な
け

れ

ば
な
り
ま

せ

ん
。

そ
の
た

め
に
は
教
養
を
身

に

つ
け
て

、
身
体

を
鍛
練
し

、
心
身

と
も

に
立
派
な
社

会
人
と
し
て

成

長
し
て

ほ
し

い
」

と
祝
辞

が
あ
り

ま
し

た
。

新
成

人
代
表

の
津
島

重
樹
（
蓬

田

）
さ
ん
は
、

「
テ

レ

ビ
で
ラ

グ

ビ
ー

の
選
手

が
言

っ
て

い
た
言

葉

で
す

が
、

。
一
人

は
み
ん
な

の
た

め
に

、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
”

こ
の
言

葉
を
初

め
て
聞

い
た
時

に

は

、
背
筋

が
ゾ
ク
ゾ
ク
し
ま
し

た
。

私
達

は
一
人
一
人

、
自
分
の
道

を

進
ん
で

い
く
訳

で
す

が
、

ど
ん
な

立
派
な
人
で
も

、
ど
ん
な

に
出
世

し

た
人
で
あ
っ
て

も
、
自
分

一
人

で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
常

に
自

分

の
た
め
に
動

い
て
く

れ
て

い
る

人

が
い
る
事
を
忘

れ
ず
、
自
ら
も

、

協
力
す

る
事
を
惜
し

ま
な

い
、
そ

ん
な
大

人
に
私

は
な
り
た

い
」

と

新
成

人
誓

い
の
こ

と

ば
を
発
表
し

ま
し

た
。

こ

の
後
、
八
戸
村

長
か
ら

、
男

性

に
は
、
村
の
王
松

が

デ
ザ
イ

ン

さ

れ
た
ネ
ク
タ
イ

ピ
ン
、
女
性

に

は
ネ

ッ
ク
レ
ス

が
そ

れ

ぞ
れ

プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。

ま

た
、
村
選
挙
管

理
委
員
会

坂

本
孝

男
委

員
長
よ
り
「
選
挙
啓

発
」

用
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
テ

レ
ホ

ン
カ
ー

ド

が
プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。

引

き
続
き
、
中
川
孝

治
（

郷
沢

）

さ
ん

が
、
「
自
分

の
選

ん

だ
目
標

成人式から●4

Be Ambitious！成人式



を
達
す
る
た
め
に
ど
ん
な
困
難
で
も

真
正
面

か
ら
挑
み

、
そ
し

て
自
ら

の
手

で
勝
ち
取
る

と
い
う

こ
と

が

自
分

の
人
生
を
決

め
て

い
く
の

だ

と
思

い
ま
す

」
と
提
言
し

、
村
民

の
誓
い
を
、
稲
葉
麗
美
（
広
瀬
）

さ
ん

と
新

成
人

が
全
員
で

斉
唱
し

ま
し

た
。

記
念
講
演
は
、
八
戸
工
業
大
学

講
師
の
植
村
直
義
先
生
が
「
新
成

人
に
望
む
も
の
」
と
題
し
た
熱
っ

ぽ
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。式
の
最
後
は
、
澤
田
教
育
委
員

会
委
員
長
の
音
頭
で
、
ジ
ュ
ー
ス

で
乾
杯
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、

王
松
太
鼓
愛
好
会
の
有
志
三
名
に

よ
る
玉
松
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
新

成
人
の
ほ

と
ん
ど

が
初

め
て
聞

く

と
あ
っ
て
会
場

か
ら
は
大

き
な
拍

手

を
受
け
ま
し

た
。

式
典
終
了
後

に
は
、
新
成

人
と

来

賓

が
一
緒

に
記

念
撮
影

を
し

て

め
で
た

い
成
人
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

交
通
安
全

お
願
い
ね
！

ド
ラ

イ

バ
ー
に
安
全
運
転

を
呼

び
か
け

よ
う

と
、
七
月
二
十
二

日

（
月

）
村
交
通

安
全
協
会
母

の
会

（
会
長

山
舘
洋
子

）

が
、
村
玉

松

公
民

館
前
の
国

道
で
手
作
り

マ
ス

コ
ッ
ト

の
配

布
を
し
ま
し

た
。

今

回
の

マ
ス
コ
ッ
ト
は

、
瀬
辺

地
地
区

の
母
親

が
交
通
事
故

ゼ
ロ

を
願

っ
て
作
り
あ

げ
た
百
個
で

、

こ

の
日
は
村
交
通

指
導
隊

と
蟹
田

警
察
署

員
の
協
力

を
得
て

、
各

地

区

の
交
通
安
全
協

会
毋
の
会

の
会

員
十

一
人

が
道
行

く
ド
ラ
イ

バ
ー

に
手

渡
し

、
安

全
運
転
を
呼

び
掛

け
ま
し

た
。

・

し
わ
く
ち

ゃ
の
　
（
入
を
背

に
し
て
　

涙
ぐ

む
エ
籐

久

∴
入
の
日
に
　

待
っ
て

る
（
入
に
　

土
産
な
し
　
　

森
勝

・
欸

露
宴
　

半

年
あ
と
に
　
（
入
に
な
り
　
　
　
　
　
栄
博

・
先
見

る
目
　

親
に
な
る
の

に
は
　

ほ
ど
遠

く
　

尚

政

54回の献血功労で

金色有功章！

日本赤十字社から

記念の盾が贈呈

青木寛氏（阿弥陀川）

七
月
二
十
五
日
（
木
）
下
北
文

化
会
館
（
む
つ
市
）
に
お
い
て
、

県
献
血
推
進
大
会
が
行
わ
れ
そ
の

席
上
で
、
青
木
實
（
阿
弥
陀
川
）

さ
ん
が
、
日
本
赤
十
字
社
（
社
長

山
本
正
淑
）
よ
り
、
「
あ
な
た
は

五
十
四
回
に
及
ぶ
献
血
を
い
た
だ

き
日
本
赤
十
字
社
事
業
の
進
展
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
御
功
労
に
対
し
感
謝
の
意
を
表

し
金
色
有
功
章
を
贈
り
ま
す
」
と

い
う
記
念
の
盾
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
兄

弟
で
　
ｘ

へ
感
謝

の
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　
　

節
子

二
入
の
日

に
　

子
は

保
育

所
で
　
（
入
締
書
き
　
　

増
吉

∴
入
と
子

と
　

意
見

が
違
う
　

今
日

を
生
き
　
　

昭
夫

・
↑

葉
よ
り
　

心
つ
た

わ
る
　

乂
の
顔
　
　
　
　
　
重
彦

９月の土曜閉庁日は

14日と28日です。

ただし中央公民館、幼稚園、保育

所、児童館はこれまでどうりです。

今
年
の

夏
は
冷
た
い
ヤ
マ

セ
の
影

響
で

農
作
物
が
心
配

さ

れ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も

多
く
の

稔
り
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し

ま
す
。

村
交
通
安
全
協
会
母
の
会

が

マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
を
実
施
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陸
上
女
子
の
鄒
で
総
合
二
位
！

八
月
十
、
十
一
日
の
二
日
間
、

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
第
四

十
六
回
市
町
村
対
抗
県
民
体
育
大

会
が
、
む
つ
市
を
主
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

わ
が
村
で
も
陸
上
（
男
女
∵

ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
・
ボ
ウ
リ
ン

グ
競
技
の
四
種
目
に
出
場
し
て
、

陸
上
競
技
で
は
女
子
が
総
合
二
位

を
獲
得
、
卓
球
の
部
で
は
三
位
を

市
町
村
対
抗
県
民
体
育
大
会

獲
得
す

る
な

ど
各

種
目
と
も
上
位

に
入
賞
す
る
健
闘
壱
見
せ
ま
し
た
。

特
に

、
森
三

奈
子
（
阿

弥
陀
川

）

さ
ん
は
、
砲
丸

投
げ
で

一
位
、
百

片
徒
競
走
三

位
と

い
う
す

ば
ら
し

い
成
績
で
し

た
。

ま
た
、
小
松

美
由
紀
（
蓬
田

）

さ
ん
も
二
百

討
徒
競

走
で
見

事
二

位
入
賞
を
果

た
し

ま
し

た
。

男
子
で

は
久
慈
修
一
　（
広
瀬

）

さ
ん

が
砲
丸
投

げ
で
見
事
三
位
入

賞

を
果
た
し
ま
し

た
。

成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

あっせん基準面積の改定について！

平成３年９月１日より下記の通りあっせん基準面積

が改定になります。

地域名 営農形態 基　準　面　積

蓬田村 水　　稲 400 a

地域名 営農形態 基　準　面　槓

蓬田村 水　　稲
240 a

（ 前回200 a ）

「
玉

の

松

」
〔

酒

〕

「
わ

ん

ぱ
く

」
〔
み

そ
〕

七
月
七
日
の
七
夕
の
日
、
阿
弥

陀
川
子
ど
も
会
と
同
育
成
会
が
公

園
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

阿
弥
陀
川
公
園
は
小
学
校
通
り

海
手
の
建
設
省
敷
地
に
あ
り
、
六

つ
の
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

海
岸
に
近
い
た
め
す
べ
り
台
な
ど

の
遊
具
は
腐
食
が
激
し
く
、
溶
接

が
は
な
れ
か
け
て
き
て
い
る
。

早
朝
か
ら
始
め
ら
れ
た
作
業
で

は
、
周
り
の
草
取
り
、
遊
具
の
サ

ビ
落
し
、
サ
ビ
止
め
剤
を
塗
っ
た

上
に
ペ
ン
キ
を
塗
り
仕
上
げ
た
。

子
ど
も
達
十
人
も
ブ
ラ
ン
コ
や
ド

ー
ム
ジ
ャ
ン
グ
ル
な
ど
に
赤
・
青

・
黄
・
緑
色
の
思
い
思
い
の
ペ
ン

キ
を
塗
り
、
遊
具
は
カ
ラ
フ
ル
に

再

現
さ

れ
た
。

昼
食
休

憩
で
は
全

員

で
焼

き
肉
を

楽
し
み

一
日
を
有

意
義

に
過

ご
し

ま
し

た
。

し

か
し

、
洋
服
や
髪

の
毛

に

ペ

ン
キ
を
付
け

て
帰
ら

れ
た
子

ど
も

の
お
母
さ

ん
方
は
驚

か
れ
た
と
思

い
ま
す
。

今
後
は
注
意
し

て
事
業

を
実
施
し
ま
す

。

（
育

成
会

々
長
　

吉
田

）

名
付
け
親
表
彰
さ
れ
る
！

村
農
業
確
立
対
策
協
議
会

村
農

業
確
立
対

策
協

議
会
（
会

長
八
戸
良

次
郎

）
が
米
消
費
純
増

策
の
一

つ
と
し

て

『
純
米
酒
』

と

『
味
噌
』

を
造
る
た

め
に
、
酒
と

味
噌
の
名
前

を
募
集
し

た
と
こ
ろ

百

九
十
七
件

の
応
募

が
あ

り
ま
し

た
。八
月
二

十
二
日

（
木

）
午

前
八

時
四

十
五

分

か
ら

、
役
場
二

階
会

議

室

に

お

い
て

、

選

考

委

員

会

で

決

定

さ

れ

た
「

酒

」
・
「

み

そ

」
の

名

前

の

名

付

け

親

や

入

賞

し

た

方

へ

の
表

彰

式

が
行

わ

れ

、

入

賞

し

た

方

へ

は

そ

れ

ぞ

れ

、

賞

状

と

副

賞

と
し

て

、

蓬

田

農

協

の

商

品

券

と

玉

の
松

が

贈

呈

さ

れ

ま

し

た
。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い
ま

す

。

県民体育大会／各課から●6

卓
球
競
技
は
三
位
を
獲
得
！

●基準面積 ●目標経営面積

ペ
ン
キ
塗
り
挑
戦
！

●
団
体

○
陸
上
競
技
の
部
（
女
子
）
＝
総

合
二
位

○
卓
球
競
技
の
部
＝
三
位

●
個
人

◆

女
子
砲
丸

投
げ
①

森
三

奈
子

（
阿
弥

陀
川
）
◆
女
子
二
百

片
徒

競
走
②
小
松

美
由
紀
（
蓬
田

）
◆

百

片
徒
競

走
③
森
三
奈
子

（
阿
弥

陀
川

）
◆

男
子

砲
丸
投

げ
③
久
慈

修

一
　（
広
瀬

）

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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今
回
は
、
幼
稚
園
の
頃
よ
り
十

六
年
間
も
続
け
て
い
る
と
い
う
津

軽
民
謡
手
踊
り
と
、
玉
松
太
鼓
の

演
奏
者
と
し
て
、
ま
た
青
年
会
活

動
に
と
頑
張
っ
て
い
る
木
戸
琴
美

（
瀬
辺
地
）
さ
ん
に
取
材
し
ま
し

た
。木
戸
さ
ん
が
手
踊
り
を
始
め
る

き
っ
か
け
は
、
祖
母
タ
ヨ
さ
ん
の

勧
め
で
し
た
。

毎
年
三
回
～
四
回
、
色
々
な
大

会
に
出
場
し
て
、
舞
台
度
胸
と
踊

り

へ
の
自
信
を
身

に
つ
け
て
来

ま

し

た
。
平
成
元

年
に
弘
前
市

で
行

わ
れ
た
新
春
第

七
回
県
下
新

人
手

踊
り
大
会
に
出
場
し

て
見

事
個
人

優
勝
を
飾

る
な

ど
着

々
と
指

導
者

と
し

て
の
道

を
歩
ん
で
来
ま
し
た
。

ま
た
、
村
制
施

行
百
周

年
に
て

発
表
さ

れ
た
玉

松
太
鼓

の
演
奏
を

聞

い
て
見
て

感
激
。
「
是
非

、
私

も
一
度
挑
戦
し

て
み
た

い
と
参
加

し

ま
し
た
。

仕
事
の
都
合

で
遅
く

な
っ
て
も
必

ず
練
習
に
は
出

る
よ

う

に
し
た
甲

斐
も
あ
っ
て

、
今
で

は
ど
う
に

か
人
前
で
演
奏
出

来
る

よ
う
に
な
り

ま
し

た
」

と
話
し

て

く
れ
ま
し

た
。

青
年
会
活

動
に
も
積
極

的
に
参

加
し
て

お
り

、
女
子
活
動

と
し

て

着
物
の
着
付

・
料
理
教
室

等
の
今

一
番
自
分
達

が
必
要

と
し

て
い
る

こ
と
を
皆

で
勉
強
し
て

い
ま
す
。

先
日

、
蟹
田

町
で
行

わ
れ
た
イ

カ

ダ
下
り

の
ア

イ

デ
ア
部

門
に
女

子
青
年

の
仲
間

と
共

に
仮

装
出
場

し

、
大
会

初
ま
っ
て
以
来

の
審
査

員
特
別
賞

を

い
た
だ
く
ほ

ど
、
モ

ッ

ケ

ぶ

り

を
発

揮

す

る

活

躍

で

し
た
。
「
今
一
番

の
目
標

は
、
年
に
一

度
開
催

さ
れ
る
青
森
県
手

踊
り
名

人
決
定
戦

に
て
優
勝
す

る
こ
と
」

と
話
す
木
戸
琴

美

さ
ん
は
、
玉
松

太
鼓
演
奏
者

と
し
て

、
地
域
の
青

年
リ

ー
ダ
ー
と
し
て

、
若
さ
と
笑

顔
で
今
日

も
頑
張

る
。

８月20日（火）蓬田小学校の先生方と

ＰＴＡ役員が、小学校通りの昭和町通

踏切北側と、阿弥陀川団体営農道の小学

校通り交差点左右に児童を交通事故から

守るための看板を設置しました。

この看板は、「おはよう」「ホラ｡/

右左だよ｡/」と可愛らしいイラスト入り
です。

この看板の経費は、村交通安全対策協

議会よりいただきました。

ドライバーの皆さん、小学校通りを走

る時には安全運転をお願いします。

7●談話室／行事予定

将
来
は
手
踊
り
の
お
師
匠
さ
ん
に

談話室

９月行事予定
４６

）

７３１３１４１に

．）

１８１８１
ゝ
９１９１０

（
‥乙

０
（
‥乙

ｌｎ
乙

り
乙
？

】

７
（
Ｚ 日

秋

の
大

清

除

検

査
（

中

沢

上

咼
根

）

炊

事

遠

足

交

通

安

全

教

室

母

親

教

室
9
:
0
0

工

中

央

公

民

館

）

映

画

上

映
8
:
3
0
～
0
:
3
0

（

高

根

公

民

館

）

０１
　
　
０２

映

画

上

映
8
:
3～

０：３（

玉

松

公

民

館

）

子

ど

も

会

国

際

交

流

会

映

画

上

映
8
:
3～
0
:
3
（

中

沢

公

民

館

）

郡

中

体

連

秋

季

大

会

敬

老

会

参

観

日

映
画

上

映
8
:
3
0
～
0
:
3
0

（

広

㈲
公

民

館

）

映
画

上

映
8
:
3
0
～
0
:
3
0

（
中

央

公

民

懇

津

軽

半

島

駅

伝
大

会
（
三

厩

～
蓬

田

）

炊

飯

遠

足
行
　
　
　
　
　

事

民
　
　
生
　
　
課

蓬

田

中

学

校

蓬

田

小

学

校

民
　
　
生
　
　
課

蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部

蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部

村

子

ど

も

会

蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部

蓬

田

中

学

校

民
　
　
生
　
　
課

蓬

田

小

学

校

蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部

蓬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部

村

体

育

協

会

蓬

田

小

学

校

担
　
　
　
当

み
～
つ
け
た

4

3
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
3
6

ボ
ン

ー
ジ
ョ
ル
ノ
　（

こ
ん
に
ち

は

）
と
生
意
気

に
も
朝

、
職
場
に

入
る
時
に
使

っ
た
最
初

の
イ
タ
リ

ア
語
を
自
分
の
口
か
ら
言
え
る
よ

う

に
な
っ
て

か
ら
八
年

の
月

日

が

経
ち
ま
し

た
。

ロ
ー

マ
に
着
任
に
な

る
前

は
、

静

岡
県

の
ホ
テ

ル
で
委
託

生
と
い

人 口 と 世 帯 数

(７月31日現在)

う
、
昼
は
専
門
学
校
で
国
際
観
光

理
論
・
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
論
を
学

び
な
が
ら
、
夜
は
ホ
テ
ル
研
修
を

毎
日
送
る
日
々
を
過
ご
し
た
二
年

間
を
送
っ
た
後
、
こ
こ
ロ
ー
マ
市

の
中
心
街
に
あ
る
日
伊
興
産
イ
タ

リ
ア
会
社
（
株
）
に
入
社
し
た
の

は
、
一
九
八
四
年
五
月
の
こ
と
で

し
た
。
最
初
は
イ
タ
リ
ア
語
の
会
話
は

全
然
分
か
ら
ず
、
無
我
夢
中
で
職

場
の
イ
タ
リ
ア
人
そ
し
て
私
の
配

属
さ
れ
た
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の

ウ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
毎
日
が
苦
し

く
、
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
う
日

が
あ
り
ま
し
た
。

総人口　4,135人

男　　1,988人
女　　2,147人

世帯数1,050 世帯

７月受付分

お誕生おめでとうございます

し
か
し
、
日
本
料
理
を
イ
タ
リ

ア
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
職

業
人
に
な
り
き
り
売
上
げ
を
伸
ば

す
為
に
は
了
不
－

ジ
メ
ン
ト
を
学

ん
だ
自
分
を
ケ
ッ
パ
レ
根
性
で
頑

張
っ
て
見
せ
る
と
思
い
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

日
本
企
業
で
は
、
初
め
て
の
本
格

派

。
カ
フ
ェ
・
そ
ご
う
″
の
担

当
付
に
な
り
約
二
十
名
の
現
地
イ

タ
リ
ア
人
従
業
員
の
責
任
者
と
し

て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
ニ
店
舗
の
う
ち

一
店
の
了
不
Ｉ
ジ
メ
ン
ト
も
兼
任

し
な
が
ら
の
忙
し
い
日
々
を
覚
悟

し
な
が
ら
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い

健　　悦

めぐみ 長女

柿崎　一真

守
二女

広　 美

イ
タ
リ
ア
在
住

日
伊
興
産
イ
タ
リ
ア
会
社
・
㈱
そ

ご
う
＆
ア
サ
ヒ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

了
不
Ｉ

ジ
ャ
ー

森

ま
す
。
こ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
時
期
で
も

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

こ
う
　
　
　じ

幸
　

次

さ

ん

蓬
田
村
で
少
年
期
に
送
っ
た
私
に

じ
ょ
っ
ぱ
り
精
神
を
生
え
つ
け
て

く
れ
た
風
土
が
自
分
の
助
け
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

待
望
の
息
子
が
産
ま
れ
家
族
三
人

に
な
り
、
ま
た
、
一
度
ふ
る
さ
と

の
蓬
田
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
末
筆
な
が
ら
蓬
田
村
の
益
々
の

ご
発
展
と
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

めも
卜現在所/VIA DELLA  VITE　 １０２

ROMA 容06 (8101) 463 生年月日／昭

和38年５月１日S･･出身／阿弥陀川／森一

也氏二男S･･好きなもの／旅行・食べ歩き

･･経歴／青森県立今別高等学校卒（昭和

57年）国際専門学校卒（昭和59年）日伊

興産イタリア会社入社（昭和59年）㈱そ

ごう＆アサヒインターナショナル入社

（昭和63年）現在に至る

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●8

戸籍の

窓　口

高田の ぞみ

健　 一
長 男

春　 代

み　 气　 ’－　
－

田 中 美 佐 子

おくやみ申し上げます

藤 本清太郎　 長 科　87 歳

久慈　 み よ　 広 ㈲　67 歳

大 宮　 ヒ テ　 郷 沢　84 歳

坂 本　 豊道　 中 沢　77 歳

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
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